
 
 

第 二 章  『 父 の 終 焉 日 記 』 の 文 体 に み る 比 喩 表 現 
 

 

一 は じ め に 

 

 従 来 、 文 化 時 代 初 期 に 成 立 し た と さ れ る 『 父 の 終 焉 日 記 』 （ １ ） に 関 す る 研 究 は 、 一 茶 の 伝 記 的 背 景

あ る い は 心 理 的 分 析 に 基 づ く も の が 多 い 。 し か し 、 こ の 作 品 が 小 説 的 構 想 に よ っ て 書 か れ て い る こ と は

明 ら か で あ る の で 、 一 茶 の 文 学 的 作 意 を 探 る 研 究 も 必 要 で あ ろ う 。 

 堀 切 実 氏 の 「 一 茶 の 比 喩 表 現 」 （ ２ ） に 、 一 茶 の 発 句 に お け る レ ト リ ッ ク が 分 析 さ れ 、 比 喩 表 現 の 多

用 （ 特 に 擬 人 法 や 直 喩 ） が 一 茶 の 発 句 の 大 き な 特 長 で あ る こ と が 証 明 さ れ た 。 

 さ て 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 文 体 を み た 場 合 、 ど の よ う に 一 茶 は 比 喩 表 現 を 用 い て い る の で あ ろ う か 。 

 言 語 学 の 研 究 に お い て も 証 明 さ れ て い る よ う に 、 比 喩 表 現 に 現 れ た 言 葉 の 扱 い 方 は 、 作 者 の 文 学 的 姿

勢 を 反 映 し て い る と い え よ う 。 言 語 学 者 の ポ ー ル ・ リ ク ー ル 氏 は 『 生 き た 隠 喩 』 （ ３ ） に 比 喩 表 現 の 研

究 に つ い て 次 の よ う に 述 べ て い る 。 

比 喩 の 説 明 は 、 も っ と 広 範 な 問 題 、 す な わ ち 全 体 と し て 捉 え ら れ た 作 品 

そ の も の に 適 用 さ れ る 解 明 の 問 題 の テ ス ト ケ ー ス に な る も の で あ る 。 （ 中 

略 ） す な わ ち 、 こ の よ う な 詩 的 意 味 作 用 の 中 核 に お い て 含 意 さ れ て い る も 

の に つ い て 十 分 な 解 明 が な さ れ る な ら 同 じ 解 明 を 詩 編 全 体 の よ う な 、 も っ 

と 広 範 な 本 質 体 に ま で 拡 大 で き る は ず で あ る 。 

つ ま り 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 文 体 に み る 比 喩 表 現 の 分 析 に よ っ て 明 ら か に な る こ と を ふ ま え る な ら 、 そ

の 比 喩 的 要 素 が 当 時 の 一 茶 調 の 本 質 的 な 特 長 を 示 し て く れ る こ と に な る と 考 え ら れ る の で あ る 。 

 そ こ で 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 本 文 （ 別 記 部 分 を 除 く ） に み る 比 喩 表 現 を 整 理 し て 以 下 の 表 に ま と め て み

た 。 テ キ ス ト は 注 （ １ ） の 矢 羽 勝 幸 校 注 『 父 の 終 焉 日 記 ・ お ら が 春 ・ 他 一 篇 』 （ 岩 波 文 庫 ） に よ っ た 。 

日 付 比 喩 文 章 本 義 の 

分 類 

表 現 の

慣 用 性 

喩 義 の 

分 類 

表 現 の 種 類 

[ １] ４ 月 

  ２ ３ 日 

蓬 が 下 の 土 と な り 給 ふ 

（ 死 ぬ こ と ） 

人 間  自 然 

（ 土 ） 

換 喩 

[ ２] ２ ３ 日 膚 は 火 に さ は る が ご と く （ 熱 ） 人 間 ○ 自 然 直 喩 

[ ３] ２ ３ 日 魂 を 消 す 

（ 驚 く こ と ） 

人 間 ○ 自 然 

（ 火 ） 

換 喩 

[ ４] ２ ６ 日 空 し き 舟 に 乗 れ る が ご と く （ 失 望 ） 人 間  無 生 物 直 喩 

[ ５] ２ ９ 日 汐 の 時 の 直 る を 便 り に 人 間  自 然 換 喩 



（ 痛 み が 一 時 的 に 治 ま る こ と ） 

[ ６] ２ ９ 日 盲 亀 の う き 木 に あ へ り し も 是 に い か で 増

る べ き （ 嬉 し さ ） 

人 間  動 物 直 喩 

[ ７] ５ 月 １ 日 麦 は 穂 の い そ が は し げ に そ よ ぎ 

（ 麦 に 風 ） 

植 物  人 間 活 喩 

[ ８] ３ 日 迅 碩 は 、 お の れ が 匕 に て は 薬 も 得 と ゞ か ざ

る （ こ れ 以 上 の 医 療 が で き な い こ と ） 

人 間  無 生 物 換 喩 

[ ９] ３ 日 手 を 空 う し て （ 何 も で き な い こ と ） 人 間 ○ 人 間 提 喩 

[ １ ０] ３ 日 玉 の 緒 （ 人 の 命 ） 人 間 ○ 無 生 物 換 喩 

[ １ １] ３ 日 日 は 壁 際 に う す ゞ く 比 ｛ 訂 正 前 ｝ （ 夕 日 ） 自 然  無 生 物 提 喩 

[ １ ２] ３ 日 駕 （ 医 師 ） 人 間 ○ 無 生 物 換 喩 

[ １ ３] ３ 日 此 世 の 人 と は 見 え ず 

（ よ う や く 死 ぬ こ と ） 

人 間  人 間 提 喩 

（ 緩 叙 法 ） 

[ １ ４] ３ 日 た の む べ き 綱 も き れ て 

（ 希 望 が な く な る こ と ） 

人 間  無 生 物 換 喩 

[ １ ５] ４ 日 時 鳥 の 初 声 を り 得 顔 に 告 る 動 物  人 間 活 喩 

[ １ ６] ４ 日 心 を 空 に し て （ 集 中 す る こ と ） 人 間  人 間 提 喩 

[ １ ７] ４ 日 時 鳥 ・ ・ ・ 気 相 の よ き 日 也 動 物  人 間 活 喩 

[ １ ８] ４ 日 猛 き 虎 も 親 は く ら は ず 動 物 △ 人 間 活 喩 

[ １ ９] ４ 日 烏 も 五 十 日 親 を 養 ひ 返 す 動 物 △ 人 間 活 喩 

[ ２ ０] ６ 日 心 火 を も や し （ い ら い ら す る こ と ） 人 間  無 生 物 換 喩 

[ ２ １] ６ 日 痩 骨 （ 貧 弱 な 若 者 ） 人 間 ○ 無 生 物 提 喩 

[ ２ ２] ６ 日 夏 の 消 や ら ぬ 不 二 の 雪 よ り 厚 く ・ ・ ・ 

父 の 恩 

人 間  自 然 直 喩 

[ ２ ３] ６ 日 紅 ゐ の 二 入 よ り 深 き 父 の 恩 人 間  無 生 物 直 喩 

[ ２ ４] ６ 日 只 う か め る 雲 の ご と く 、 東 に あ る か と 思 へ

ば 西 に さ す ら ひ  

人 間 ○ 自 然 直 喩 

[ ２ ５] ６ 日 

 

坂 上 に 輪 を こ ろ が す ご と く 、 今 と し 廿 五 年

に な り ぬ 

人 生 の 中

の 時 間 

 無 生 物 直 喩 

[ ２ ６] ６ 日 首 は 白 霜 を い た ゞ く 人 間 ○ 自 然 提 喩 ＋ 換 喩 

[ ２ ７] ６ 日 草 ぎ り 、 土 ほ り て 

（ 農 民 の 生 活 を す る こ と ） 

人 間  人 間 提 喩 

[ ２ ８] ７ 日 御 薦 刈 し な の ゝ 不 自 由 人 間  人 間 提 喩 （ 枕 詞 ） 

[ ２ ９] ８ 日 他 の 一 寸 の ゆ が み は と が め て 、 お の れ が 一 人 間  無 生 物 換 喩 



尺 の ひ が み は み え ず 

[ ３ ０] ８ 日 な よ 竹 の 直 な る 道 に 入 る よ し も が な 人 間 △ 植 物 換 喩 （ 枕 詞 ） 

[ ３ １] １ ０ 日 時 鳥 の 三 声 一 声 も こ よ な く 時 得 顔 動 物  人 間 活 喩 

[ ３ ２] １ ０ 日 天 を か け り 地 を 潜 り て な り と も 

（ 一 生 懸 命 探 す こ と ） 

人 間 ○ 人 間 換 喩 

[ ３ ３] １ ０ 日 足 を 空 に し て か け 巡 る 

（ あ わ て て か け 巡 る ） 

人 間  自 然 換 喩 

[ ３ ４] １ ０ 日 白 雲 の よ す が も な き 根 な し 人 間  自 然 換 喩 （ 枕 詞 ） 

[ ３ ５] １ １ 日 鏡 の 形 を う つ す よ り も 明 か 也 

（ 一 茶 の 未 来 ） 

人 間  無 生 物 直 喩 

[ ３ ６] １ １ 日 足 な え 、 こ し か ゞ ま り て 

（ 年 を 取 る こ と ） 
人 間 ○ 人 間 提 喩 

[ ３ ７] １ １ 日 犬 猫 よ り も 浅 ま し く 人 間 ○ 動 物 直 喩 

[ ３ ８] １ １ 日 草 葉 の 陰 に て も （ 墓 に て ） 人 間 ○ 自 然 提 喩 

[ ３ ９] １ ３ 日 耳 を そ ば だ て 聞 居 た り し 人 間 ○ 無 生 物 換 喩 

[ ４ ０] １ ３ 日 渡 り に 舟 得 し や う に 

（ 待 ち 望 ん で い た も の が 手 に 入 っ た ） 

人 間 ○ 無 生 物 直 喩 

[ ４ １] １ ３ 日 鯨 の 海 を 吸 ふ が ご と く （ 酒 を 飲 む こ と ） 人 間  動 物 直 喩 

[ ４ ２] １ ３ 日 手 に 汗 を に ぎ る （ 悔 し く 思 う こ と ） 人 間 ○ 人 間 提 喩 

[ ４ ３] １ ４ 日 火 を も て 薪 を さ か ん に す る ご と く 

（ 酒 を も て 病 を 増 長 す る ） 

人 間  無 生 物 直 喩 

[ ４ ４] １ ５ 日 財 帛 の 辺 り （ 鼻 の あ た り ） 人 間  無 生 物 換 喩 

[ ４ ５] １ ５ 日 蟷 螂 が 斧 ふ る が ご と く （ 不 益 の 論 ） 人 間 ○ 動 物 直 喩 

[ ４ ６] １ ８ 日 我 心 岩 木 に し も （ 無 情 で あ る こ と ） 人 間  自 然 換 喩 

[ ４ ７] １ ８ 日 髪 の 毛 は 針 を 立 た る ご と く 人 間  無 生 物 直 喩 

[ ４ ８] １ ８ 日 大 蛇 と も な る べ き 人 間  動 物 換 喩 

[ ４ ９] １ ９ 日 木 の 仏 を 横 に な し た る ご と く 人 間  無 生 物 直 喩 

[ ５ ０] ２ ０ 日 痰 は こ ろ ／ ＼ と 命 を 責 メ 無 生 物  人 間 活 喩 

[ ５ １] ２ ０ 日 玉 の 緒 （ 人 生 ） 人 間 ○ 無 生 物 換 喩 

[ ５ ２] ２ ０ 日 手 を 空 し く し て （ 諦 め る こ と ） 人 間 ○ 人 間 提 喩 

[ ５ ３] ２ ０ 日 闇 に 灯 を う し な へ る 心 ち し て 人 間 △ 無 生 物 直 喩 

[ ５ ４] ２ ０ 日 無 常 の 春 の 花 植 物  人 間 換 喩 

[ ５ ５] ２ ０ 日 花 は 風 に さ そ は れ て 自 然  人 間 活 喩 



[ ５ ６] ２ ０ 日 一 時 の 水 の 泡 と 消 給 ふ （ 自 分 の 努 力 ） 人 間 ○ 無 生 物 換 喩 

[ ５ ７] ２ １ 日 日 は 片 壁 に 横 た は り （ 日 が 鎮 ま る こ と ） 自 然  無 生 物 提 喩 

[ ５ ８] ２ １ 日 夕 べ を 告 山 烏  動 物  人 間 活 喩 

[ ５ ９] ２ １ 日 無 常 の 声 の 入 相 （ 入 相 の 鐘 ） 無 生 物  人 間 活 喩 

[ ６ ０] ２ １ 日 鐘 を う ら み （ 朝 を 待 ち わ び る こ と ） 人 間  無 生 物 提 喩 

[ ６ １] ２ １ 日 鶏 を の ゝ し り て （ 朝 を 待 ち わ び る こ と ） 人 間  動 物 提 喩 

[ ６ ２] ２ １ 日 胸 も ふ さ が り 

（ 悲 し さ で 胸 が 苦 し く な る こ と ） 

人 間 ○ 無 生 物 換 喩 

[ ６ ３] ２ １ 日 魂 つ ぶ れ て 

（ 悲 し さ に 負 け る 気 持 ち ） 

人 間  無 生 物 換 喩 

[ ６ ４] ２ ２ 日 一 寸 の 孝 を 尽 さ ん と す れ ば 、 直 に 一 尺 の 魔

の そ ね み に あ ひ 
人 間 △ 無 生 物 換 喩 

[ ６ ５] ２ ２ 日 小 鹿 の 角 の つ か の 間 も 、 家 の 治 る 時 し な か

り き 

人 間 △ 動 物 換 喩 （ 枕 詞 ） 

[ ６ ６] ２ ２ 日 念 々 不 住 猶 雷 光 

（ 住 ま い が 定 ま ら な い こ と ） 

人 間 △ 自 然 換 喩 

[ ６ ７] ２ ２ 日 頭 に 霜 を い た ゞ く （ 年 を と る こ と ） 人 間 ○ 自 然 換 喩 ＋ 提 喩 

[ ６ ８] ２ ２ 日 は ゝ き 木 の あ る に も あ ら ぬ 山 の お く 自 然  自 然 提 喩 （ 枕 詞 ） 

[ ６ ９] ２ ２ 日 む も れ 木 の 道 し ら ぬ 里 人 間  植 物 提 喩 （ 枕 詞 ） 

[ ７ ０] ２ ２ 日 ゆ か り の 綱 （ 親 子 の 縁 ） 人 間  無 生 物 換 詞 

[ ７ １] ２ ２ 日 夏 せ み の 音 を の み な き て 人 間  動 物 換 喩 

[ ７ ２] ２ ２ 日 山 吹 の い は ぬ 色 な る か な し び 人 間  植 物 換 喩 （ 枕 詞 ） 

[ ７ ３] ２ ３ 日 キ ド ア イ 楽 、 あ ざ な へ る 縄 の ご と く 人 間 ○ 無 生 物 直 喩 

[ ７ ４] ２ ３ 日 水 の 泡 よ り も あ は く 人 間  無 生 物 直 喩 

[ ７ ５] ２ ３ 日 風 の 前 の ち り よ り も か ろ き 人 間 ○ 無 生 物 直 喩 

[ ７ ６] ２ ３ 日 き れ が た き は 玉 の 緒 （ 人 の 命 ） 人 間 ○ 無 生 物 換 喩 

[ ７ ７] ２ ３ 日 行 水 ふ た ゝ び か へ ら ず 人 間  無 生 物 換 喩 

[ ７ ８] ２ ３ 日 石 の 火 の 石 に か へ ら ず 人 間  無 生 物 換 喩 

[ ７ ９] ２ ３ 日 し ら ぬ 国 へ ひ と り 放 タ れ し ご と く 

（ 支 え が な い こ と ） 

人 間  人 間 直 喩 

[ ８ ０] ２ ８ 日 雲 水 と 成 て 

（ 居 所 を 定 め ず に 巡 り 歩 く こ と ） 

人 間 ○ 自 然 換 喩 

[ ８ １] ２ ８ 日 悪 し き 石 な が ら も 打 ね ば 火 を 生 ぜ ず 

（ 問 題 を 話 さ ず に 解 決 が で き な い こ と ） 

人 間  無 生 物 換 喩 



[ ８ ２] ２ ８ 日 破 れ た る 鐘 も た ゝ け ば ひ ゞ く 

（ 間 違 っ て い る 相 手 も 話 が 通 じ る こ と ） 

人 間  無 生 物 換 喩 

 

※ 慣 用 か 慣 用 で な い か は 大 変 判 断 の 難 し い 点 が あ る が 、 諸 種 の 調 査 を ふ ま え て 、 こ こ で は 慣 用 的 比 喩 を

○ 、 慣 用 的 比 喩 に 準 ず る も の を △ で 示 し た 。 （ ４ ） 

 

 

二 比 喩 表 現 の 喩 義 に つ い て 

 

 ま ず 、 表 現 の 喩 義 （ た と え る 側 ） の 分 類 に つ い て 、 堀 切 実 氏 の 発 句 に 関 す る 研 究 結 果 と 比 較 を し た い

と 思 う 。 

 こ こ で は 、 前 提 と し て 、 発 句 と 俳 文 と の 発 想 法 の 相 違 に も 留 意 す べ き か と 思 わ れ る が 、 『 父 の 終 焉 日

記 』 は レ ト リ ッ ク 意 識 の 強 い 一 種 の 韻 文 的 性 格 の 側 面 を も つ も の で あ っ て 、 そ の 表 現 意 識 に は 、 か な り

の 程 度 、 発 句 と 共 通 す る 面 も あ る と 判 断 し 、 発 句 の 比 喩 分 析 に 準 じ た 分 析 を 試 み た わ け で あ る （ ５ ） 。 

 さ て 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 に み る 比 喩 表 現 の 八 十 二 箇 所 の う ち 、 喩 義 が 

▽ 無 生 物 に な っ て い る の は 三 十 五 箇 所 （ 約 四 十 五 パ ー セ ン ト ） 

▽ 人 間 （ ま た は 人 間 に 関 す る 抽 象 的 な 要 素 ） は 二 十 一 箇 所 （ 約 二 十 五 パ ー セ ン ト ） 

▽ 自 然 （ い わ ば 自 然 現 象 や 川 、 山 な ど ） は 十 四 箇 所 （ 約 十 五 パ ー セ ン ト ） 

▽ 動 物 は 八 箇 所 （ 約 十 パ ー セ ン ト ） 

▽ 植 物 は 四 箇 所 （ 約 五 パ ー セ ン ト ） 

と な っ て い る 。 

 一 方 、 堀 切 実 氏 の 研 究 に よ る と 、 一 茶 の 発 句 の 場 合 、 喩 義 の 分 類 は 、 

▽ 人 間 は 約 四 十 五 パ ー セ ン ト 

▽ 無 情 物 は 約 二 十 五 パ ー セ ン ト 

▽ 自 然 は 十 パ ー セ ン ト 強 

▽ 動 物 は 約 十 パ ー セ ン ト 

▽ 植 物 も 約 十 パ ー セ ン ト 

と い う 結 果 が 出 て い る 。 

 両 方 の 結 果 を 比 較 し て み る と 、 人 間 と 無 生 物 の 率 が 逆 転 し て い て 、 そ の 他 の 結 果 は 予 想 さ れ た こ と な

が ら 、 ほ ぼ 同 じ 率 と い う こ と に な る 。 

 即 ち 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 場 合 も 、 一 茶 の 発 句 と 同 様 に 、 無 生 物 や 人 間 を 喩 義 に 使 う 比 喩 が 圧 倒 的 に

多 い 。 実 は 、 当 時 の 川 柳 に お い て も 、 動 植 物 を 用 い た 比 喩 は 極 度 に 減 少 し て い る の で あ る （ ６ ） 。 あ る

い は 一 茶 の 散 文 に お い て も 、 当 時 流 行 し て い た 川 柳 調 の 影 響 が 現 れ て い る も の と み ら れ る の か も 知 れ な

い 。 



 し か し な が ら 一 方 、 こ う し た 趨 勢 の な か で 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 に は 、 一 茶 の 発 句 と 逆 に 、 無 生 物 を 指

す 喩 義 の 方 が 、 人 間 を 指 す 喩 義 よ り 大 分 多 く な っ て い る 、 と い う 違 い が 現 れ た 。 そ の 理 由 を 理 解 す る た

め に 、 比 喩 表 現 の 性 格 を 窺 い た い と 思 う 。 

 

 

三 比 喩 表 現 の 性 格 に つ い て 

  

 修 辞 学 の 伝 統 的 な 分 類 に し た が う と 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 に 用 い ら れ て い る 比 喩 表 現 を 主 に 四 種 類 に 分

け る こ と が で き る 。 直 喩 、 換 喩 、 提 喩 、 活 喩 と い っ た 四 種 類 に な る 。 

 ま ず 、 直 喩 と は 本 義 と 喩 義 の 両 方 が 現 れ て い る 比 喩 表 現 で あ る 。 換 喩 と は 、 二 つ の も の の 隣 接 性 に 基

づ く 隠 喩 で あ る 。 た と え ば 、 恋 人 の 縁 を 「 赤 い 糸 」 と 呼 ぶ の は 換 喩 の ひ と つ に な る 。 提 喩 と は 、 表 現 し

た い 本 義 を 、 そ の も の の 一 部 や 同 種 類 の も の で 表 現 を す る も の を い う 。 た と え ば 、 「 夕 方 」 の 代 わ り に 、

「 日 影 が 延 び る こ ろ 」 と い う の は 提 喩 に な る 。 最 後 に 、 活 喩 と は 、 本 義 と 喩 義 と の 関 係 か ら い え ば 直 喩 、

換 喩 、 提 喩 な ど に 所 属 す る も の だ が 、 そ の 中 で も 人 間 以 外 の も の を 人 間 に な ぞ ら え る 、 い わ ば 擬 人 法 の

こ と を さ す 。 

 そ れ で は 、 こ の 分 類 に 従 っ て 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 に み る 比 喩 表 現 の 八 十 二 箇 所 を 分 析 す る と 、 

▽ 換 喩 は 三 十 六 箇 所 （ 約 四 十 五 パ ー セ ン ト ） 

▽ 直 喩 は 二 十 箇 所 （ 約 二 十 五 パ ー セ ン ト ） 

▽ 提 喩 は 十 七 箇 所 （ 約 二 十 パ ー セ ン ト ） 

▽ 活 喩 は 八 箇 所 （ 約 十 パ ー セ ン ト ） 

と い う 結 果 に な る 。 

 一 番 多 い 比 喩 表 現 は 換 喩 と い う こ と に な る 。 そ し て 、 換 喩 の 大 部 分 は 、 一 茶 自 身 の 想 像 力 か ら 生 ま れ

た 表 現 で は な く 、 慣 用 化 ・ 常 用 化 し た 表 現 が 多 い 。 た と え ば 、 一 茶 は 自 分 の 運 命 を こ の よ う な 表 現 で 描

い て い る 。 

 今 迄 は 父 を た の み に 古 郷 へ は 来 つ れ 、 今 よ り 後 は 誰 を 力 に な が ら ふ べ き 。 

 心 引 さ る ゝ 妻 子 も な く 、 す る す み の 、 水 の 泡 よ り も あ は く 、 風 の 前 の ち 

 り よ り も か ろ き 身 一 つ の 境 涯 な れ ど 、 只 き れ が た き は 玉 の 緒 な り き （ 別 表 

 の ７ ４ 、 ７ ５ 、 ７ ６ 、 五 月 二 十 三 日 ） 

 「 玉 の 緒 」 と い う 換 喩 を 取 り 上 げ て み よ う 。 こ の 表 現 は 別 表 の １ ０ 番 （ 五 月 三 日 ） の 文 章 に も 、 

い ま だ 玉 の 緒 の あ ま り も 、 此 度 は 元 の 人 に な り 給 へ 

の よ う に 使 用 さ れ て い る 。 『 角 川 古 語 大 辞 典 』 で 調 べ て み る と 、 こ の 表 現 は 歌 語 と し て は 『 万 葉 集 』 の

頃 か ら 使 わ れ て い る こ と が わ か る 。 ま た 、 易 林 本 『 節 用 集 』 に 次 の 定 義 が 出 て い る 。 

 魂 緒 タ マ ノ ヲ 命 也 

” 命 “ の 意 で 使 用 し た も っ と も 著 名 な 例 と し て 、 『 新 古 今 集 』 の 次 の 和 歌 が あ る 。 

 玉 の 緒 よ 絶 え な ば 絶 え ね な が ら へ ば 忍 ぶ る 事 の よ は り も ぞ す る （ 巻 一 、 恋 、 



 式 子 内 親 王 ） 

こ の 換 喩 は 、 人 間 の 命 を 換 言 す る 表 現 と し て 、 当 時 代 に お い て も 一 般 的 な 美 辞 的 表 現 だ っ た と い え よ う 。

つ ま り 、 こ れ を 慣 用 化 し た 表 現 と し て み る な ら ば 、 一 茶 の 比 喩 表 現 に 数 え る こ と が 適 切 か ど う か を 考 え

る 必 要 が あ る か も し れ な い 。 し か し 、 一 茶 は 以 上 の 和 歌 に み る 「 玉 の 緒 」 の 本 意 と は 全 く 異 な っ た 趣 向

に よ っ て 、 恋 愛 的 な 背 景 で は な く 、 自 分 の 運 命 に 対 す る 憂 鬱 を 描 い て い る の で あ る 。 ま た 、 五 月 三 日 の

文 章 に 、 父 親 の 最 後 の 勢 い に 目 を 向 け て 、 希 望 と 不 安 を 述 べ な が ら 、 『 新 古 今 集 』 の 風 流 な 恋 の 正 反 対

に あ る 心 情 を 描 い て い る 。 こ の よ う に 『 父 の 終 焉 日 記 』 に お い て は 、 慣 用 化 し た 歌 語 を 用 い た 場 合 で も 、

伝 統 的 な 使 い 方 と 違 っ た 用 法 に よ っ て 、 一 茶 自 身 の 感 情 や 感 性 を 引 き 立 て る 役 割 を さ せ て い る も の と い

え よ う 。 一 茶 は 古 典 的 な 表 現 の 本 意 と 、 実 際 に 使 わ れ る 現 実 的 な コ ン テ キ ス ト の ” ず れ “ を 巧 み に 使 い

な が ら 、 優 雅 な 美 辞 的 表 現 と 現 状 の 厳 し さ と の 対 照 を ほ の め か す よ う な 比 喩 を 度 々 披 露 し て い る 。 中 村

明 氏 は 、 『 比 喩 表 現 の 理 論 と 分 類 』 に （ ７ ） 、 こ の よ う に ず れ た 感 覚 で 用 い ら れ る 慣 用 的 比 喩 表 現 を 一

種 の 比 喩 と し て み て も よ い と 述 べ て い る 。 

例 え ば 、 「 辻 褄 が 合 う 」 と い う 慣 用 句 が 、 「 物 ご と の 筋 み ち が き ち ん と 道 理 に か な う 」 と

い う 意 味 か ら や や ず れ て 、 料 理 が 何 と か 食 え る よ う に で き あ が る 場 あ い に 使 わ れ た も の （ 中

村 重 治 『 歌 の わ か れ 』 ） は 、 「 話 の 辻 褄 が 合 う 」 な ど と 使 わ れ た 例 よ り 、 句 の 構 成 要 素 の 基 本 的 な

意 味 の 和 か ら の 逸 脱 度 と い う 意 味 で の 比 喩 性 が 、 多 少 と も 高 い と 考 え ら れ る 。 

つ ま り 、 慣 用 的 な 比 喩 で も 、 そ の 本 意 を 少 し ひ ね っ た り 、 逸 脱 し た り す る 働 き が あ れ ば 、 新 し い 比 喩 性

が 生 ま れ る と い う こ と に な る 。 改 め て い え ば 、 一 茶 の 比 喩 表 現 に 、 優 雅 な 伝 統 的 表 現 を 個 性 的 に 、 現 実

的 に ひ ね る と い う 傾 向 が よ く み ら れ る の で あ る 。 

 た し か に 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 に 、 古 典 文 学 、 漢 文 ・ 仏 典 ・ 諺 か ら 導 き 出 さ れ た 比 喩 が 非 常 に 多 く み ら

れ る こ と に は 注 目 し な け れ ば な ら な い 。 た と え ば 、 先 程 の 「 水 の 泡 よ り も あ は く 」 、 ま た は 、 「 風 の 前

の ち り よ り も か ろ き 」 と い っ た 直 喩 も 、 古 典 の 引 用 に よ る も の で あ る 。 丸 山 一 彦 氏 の 注 釈 に 基 づ き 統 計

し て み る と 、 比 喩 表 現 の 半 分 は 、 以 前 の 文 学 作 品 に す で に 使 用 さ れ た 表 現 に な っ て い る （ ８ ） 。 

 し か し 、 古 典 や 仏 典 の 引 用 に 準 じ た 表 現 で あ っ て も 、 当 時 の 奥 信 濃 の 読 者 に と っ て は 、 必 ず し も 難 解

な 表 現 で は な か っ た と い え る の で あ る 。 

当 時 の 信 州 人 の 学 問 水 準 に つ い て 、 『 近 世 信 濃 文 化 史 』 （ ９ ） に 、 土 屋 弼 太 郎 氏 は 、 寛 政 時 代 末 の 全 国

の 寺 小 屋 の 六 分 の 一 が 信 州 に あ っ た と 述 べ て い る 。 

（ 信 州 ） の 寺 子 屋 業 数 は 寛 政 末 ま で に 七 十 九 を 数 え て い る が 、 こ れ を 「 日 

本 教 育 史 資 料 」 所 載 の 寛 政 末 ま で の 全 国 寺 子 屋 業 数 五 百 に 比 べ て み る と 十 五 ・ 八 ％ に な る 。

全 国 の 約 六 分 の 一 で あ る （ 中 略 ） 信 州 の 寺 子 屋 で 一 番 め 

だ っ て い る こ と は 、 そ の 数 が 非 常 に 多 く 一 般 に 普 及 し て い る こ と で あ る 。 

ま た 、 一 茶 の 出 身 地 で あ る 上 水 内 郡 で は 、 寛 政 末 の 寺 子 屋 師 匠 の 半 分 以 上 が 農 民 の 出 で あ り 、 宗 教 家 や

武 士 は 少 な か っ た と 述 べ て い る 。 信 州 人 の 学 問 水 準 の 高 さ に 関 し て 、 江 戸 時 代 中 期 頃 か ら 信 州 で 大 流 行

し て い た 俳 諧 の 普 及 も 、 も う 一 つ の 原 因 と し て 指 摘 し な け れ ば な ら な い 。 

お そ ら く 俳 諧 ぐ ら い 広 く 庶 民 に 親 し ま れ た 文 芸 は な い で あ ろ う 。 至 る 所 の 



寺 や 宮 に か か げ ら れ て い る 俳 句 の 額 は 、 今 で も 相 当 数 を 上 っ て い る 。 そ し 

て そ こ に 名 を つ ら ね て い る 俳 人 た ち の 多 く は 、 手 に 鍬 を と っ て 田 の 畔 に 句 
を ひ ね っ て い た 人 々 で あ る 。 な お こ の 額 に 、 名 を 連 ね た 俳 人 の 外 に 、 名 を 

連 ね ら れ な か っ た 無 数 の 俳 人 が い た わ け で あ る 。 だ か ら 少 し 読 み 書 き の で 

き る 人 は 、 皆 俳 句 を 作 っ て い た と い っ て も よ い く ら い で あ っ た 。 

つ ま り 、 一 茶 の 親 戚 や 同 じ 村 民 の 多 く は 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 草 稿 を 読 み と る こ と が で き た と い っ て も

過 言 で は な か ろ う 。 

 し た が っ て 、 分 か り 易 い 表 現 で 古 典 や 仏 典 を 引 用 す る 一 茶 は 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 に お い て 、 正 に 知 識

階 級 と 平 民 を 結 ぶ 架 け 橋 に な る よ う な 文 体 を 披 露 し て い る と も い え る 。 実 は そ の 後 、 文 化 十 年 十 月 に 書

か れ た 「 あ る が ま ま 芭 蕉 会 」 と い う 文 章 に も 、 一 茶 は 同 じ よ う に 文 芸 に 親 し む こ と の 社 会 的 な 機 能 を 次

の よ う に 表 し て い る の で あ る 。 

実 に 仏 法 は 出 家 よ り 俗 家 の 法 、 風 雅 も 三 五 隠 者 の せ ま き 遊 興 の 道 に あ ら ず 、 

諸 人 が 心 の や り 所 と な す べ き に な ん 。 （ １ ０ ） 

 次 い で 、 換 喩 の 次 に 多 い 比 喩 表 現 は 、 直 喩 で あ る 。 た と え ば 、 五 月 十 三 日 の 文 章 （ 別 表 の ４ ０ 、 ４ １ ）

に 次 の よ う な 表 現 が み ら れ る 。 

病 人 は 渡 り に 舟 得 し や う に 、 日 比 の 望 た り ぬ 顔 し て 呑 る ゝ 程 に 、 鯨 の 海 を 吸 ふ が ご と く 、

朝 の 間 に 五 合 ば か り か た ぶ け 給 ふ 

 こ の 場 合 、 一 茶 は 、 『 宝 物 集 』 に お け る 「 暗 き に 燈 を 得 た る が や う に 喜 び 、 渡 り 舟 を 得 た る が や う に

喜 び 給 ふ べ し 」 と い っ た 文 句 や 杜 甫 の 「 飲 中 八 仙 歌 」 に お け る 「 左 相 日 興 費 二 万 銭 一 、 飲 如 三 長 鯨 吸 二 百

川 一 」 と い っ た 詩 句 か ら 借 り た 直 喩 表 現 を 使 用 し 、 生 き 生 き と 酒 好 き の 父 親 を 描 い て い る 。 

 『 父 の 終 焉 日 記 』 に 、 直 喩 の 次 に 多 い 比 喩 表 現 は 、 提 喩 と い う 隠 喩 に な る 。 五 月 二 十 二 日 の 文 章 （ 別

表 の ６ ７ ） に 、 

我 も 頭 に 霜 を い た ゞ く 迄 、 あ る と あ る 山 々 浦 々 を 宿 と し て 日 を お く る 

と い う 表 現 が み ら れ る 。 白 髪 を 霜 に 見 立 て る の は 、 類 似 に 基 づ く 換 喩 で あ る が 、 同 時 に 人 間 の 老 化 と 白

髪 の 増 加 を 混 同 す る 表 現 は 一 種 の 提 喩 に な る 。 別 表 の ２ ６ 番 （ 五 月 六 日 ） の 文 章 に も 、 「 首 は 白 霜 を い

た ゞ く 」 と い う 表 現 が み ら れ る の で あ る 。 白 髪 を 霜 に 見 立 て る の は 、 一 種 の 慣 用 化 さ れ た 表 現 で は あ る

が 、 一 茶 の 場 合 、 自 分 の 卑 小 化 を 強 調 す る 表 現 と し て 、 一 茶 独 自 の 感 性 に 基 づ く イ メ ー ジ が 動 い て い る

の が 特 色 で あ る 。  

 発 句 に お い て も 、 こ の よ う に 慣 用 的 表 現 を 用 い な が ら 、 一 茶 は 独 特 な 自 虐 的 姿 勢 を 表 す こ と が 多 い 。

た と え ば 、 

か な 釘 の や う な 手 足 を 秋 の 風   『 志 多 良 』 

煎 餅 の や う な ふ と ん も 我 家 哉   『 七 番 日 記 』 

な ど が あ る 。 近 世 文 学 で は 、 必 ず し も 独 創 的 な 表 現 だ け が 評 価 さ れ た の で は な く 、 多 少 慣 用 的 な も の で

も 、 そ れ を 生 か し て 表 現 す る こ と に 意 義 が あ っ た 。 一 茶 の 場 合 は 、 古 典 的 な 表 現 を 用 い な が ら も 、 意 外

な コ ン テ キ ス ト の 中 で 、 皮 肉 を 効 か し た 自 虐 的 な イ メ ー ジ を 生 み 出 す 表 現 が 多 い と い え る の で あ る 。 



  最 後 に 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 比 喩 表 現 の 中 で 四 番 目 に 位 置 す る 比 喩 表 現 は 、 活 喩 、 い わ ば 擬 人 法 で

あ る 。 本 来 、 発 句 に お け る 一 茶 調 の 特 長 で あ り 、 最 も 多 く 用 い ら れ て い る と さ れ て い る 擬 人 的 表 現 が 、

『 父 の 終 焉 日 記 』 で は な ぜ そ れ ほ ど 目 だ た な い の だ ろ う か 。 

 そ れ は 、 こ れ ま で の 伝 統 的 な 比 喩 表 現 の 分 類 に し た が っ て は 、 理 解 が で き な い 点 で あ る 。  

 

 

四 ” 擬 物 法 “ に つ い て 

 

 こ こ か ら は 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 に み る 比 喩 表 現 の 本 義 （ た と え ら れ て い る 側 ） を 検 討 し て み た い 。 

 八 十 二 箇 所 の 比 喩 表 現 の う ち 、 六 十 八 箇 所 の 本 義 が 人 間 を 指 し て い る こ と が 注 目 さ れ る の で あ る 。 

 そ れ で は 、 一 茶 は 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 に お い て 、 ど の よ う に 人 間 を 扱 っ て い る の か 。 

 人 間 を 本 義 に し た 比 喩 表 現 六 十 八 箇 所 の う ち 、 

▽ 人 間 を 無 生 物 に た と え る 表 現 は 、 三 十 四 箇 所 （ 五 十 パ ー セ ン ト ） （ 全 

 体 の 比 喩 表 現 の 四 割 強 ） 

▽ 人 間 を 自 然 に た と え る 表 現 は 十 三 箇 所 （ 約 二 十 パ ー セ ン ト ） 

▽ 人 間 を 人 間 に た と え る 表 現 は 十 箇 所 （ 約 十 五 パ ー セ ン ト ） 

▽ 人 間 を 動 物 に た と え る 表 現 は 八 箇 所 （ 十 パ ー セ ン ト 強 ） 

▽ 人 間 を 植 物 に た と え る 表 現 は 三 箇 所 （ 約 五 パ ー セ ン ト ） 

と い う 結 果 に な っ て い る の で あ る 。 

 こ こ で は ま ず 、 人 間 を 無 生 物 に た と え る 表 現 が 非 常 多 い と い う こ と に 気 付 く 。 

 さ て 、 一 般 に 、 人 間 を 人 間 以 外 の も の と し て 扱 う 比 喩 表 現 を 擬 物 法 と 呼 ぶ 。 本 義 と 喩 義 と の 関 係 か ら

い え ば 、 直 喩 、 換 喩 、 提 喩 な ど に 所 属 す る も の を さ し て い る 。 擬 物 法 の 中 で も 、 と く に 、 人 間 を 物 体 （ 無

生 物 ） と し て 扱 う も の を 結 晶 法 と 呼 ぶ 。 

 こ う し た 比 喩 の 分 類 に し た が え ば 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 に お い て は 、 擬 物 法 は 全 体 の 比 喩 表 現 の 七 割 以

上 と な っ て い る 。 ま た 、 結 晶 法 は 全 体 の 比 喩 表 現 の 四 割 以 上 に も 上 る 。 

 で は 、 こ う し た 結 晶 法 や 擬 物 法 の 多 用 は 、 一 茶 に と っ て 、 ど の よ う な 意 味 を 持 っ て い る か 。 以 下 の 例

に つ い て 説 明 し て み よ う 。 

① 我 心 岩 木 に し も 、 た と へ 亡 迹 た り と も 、 何 か は 変 じ 申 べ き か （ ４ ６ 、 五 月 十 八 日 ） 

② 木 の 仏 を 横 に な し た る ご と く 、 す や  と 眠 り 給 ふ ば か り （ ４ ９ 、 五 月 十 九 日 ） 

 一 茶 は ① 「 我 心 岩 木 に し も 」 と い う 謙 遜 し た 表 現 を も っ て 、 自 分 の 親 不 孝 や 心 の 冷 た さ を 強 調 し な が

ら 反 省 し 、 ② 「 木 の 仏 を 横 に な し た る ご と く 、 す や  と 眠 り 給 ふ ば か り 」 と い う 表 現 で 哀 れ な 父 親 の

姿 を 仏 像 に た と え た り し て い る 。 ど の 表 現 も 、 一 茶 や 父 親 の 心 情 を 具 体 的 に 、 い わ ば ” 物 体 “ に な ぞ ら

え て 表 現 す る の で あ る 。 

 他 に も 、 

古 郷 に も ど り た ら ん は 、 家 の う か ら や か ら は 、 さ み つ る こ と よ と 、 犬 猫 よ り も 浅 ま し く さ



げ す み の ゝ し ら れ ん た ら ん （ ３ ７ 、 五 月 十 一 日 ） 

ま た は 、 
火 を も て 薪 を さ か ん に す る ご と く 、 熱 に 酒 も て 病 を 増 長 さ す る よ り は ま さ り ぬ べ き 。 （ ４

３ 、 五 月 十 四 日 ） 

の よ う に 、 家 族 に 軽 蔑 さ れ た 一 茶 自 身 を 、 慣 用 的 な が ら 畜 生 に た と え た り 、 父 の 病 勢 の 悪 化 を 薪 を 足 し

て い く 炉 の 火 に た と え た り す る 表 現 が 、 そ の 典 型 的 な 例 だ と い え よ う 。 

 こ の よ う な 悲 観 的 な 表 現 を み た 場 合 、 ま ず 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 執 筆 動 機 に は 、 父 の 遺 産 分 配 に 関 す

る 狙 い が あ っ た こ と を 思 い 起 こ す 。 黄 色 瑞 華 氏 に よ る と （ １ １ ） 、 

こ の 終 焉 記 が 、 父 の 遺 産 分 配 に 関 す る 遺 言 の 文 章 的 証 拠 と し て 書 か れ た と す れ ば 、 性 格 化

さ れ た 作 者 自 身 ま で が 作 中 に 登 場 し て 、 み ず か ら 有 利 な 証 言 を す る こ と が 最 も 効 果 的 な 方

法 で あ っ た 。 

と い う ふ う に 理 解 さ れ る が 、 あ る 意 味 で 、 作 中 の 比 喩 表 現 の 七 割 を 占 め る 擬 物 法 は 、 一 茶 自 身 ま た は 父

親 の あ わ れ な 生 活 を 見 せ な が ら 、 そ う し た も の の 見 方 を 強 調 し て い く 働 き を 持 た せ て い る か も 知 れ な い 。 

 ま た 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 文 章 の 内 容 は 、 の ち の 自 然 主 義 小 説 を 思 わ せ る と よ く い わ れ て き た 。 た と

え ば 、 矢 羽 勝 幸 氏 の こ と ば を 借 り る と （ １ ２ ） 、 

美 し い も の ば か り を 描 く の で は な く 、 暗 い 酷 悪 な も の ま で も 積 極 的 に 掘 り 下 げ て 、 人 間 、

社 会 の 真 相 に 迫 ろ う と し た の は 、 一 九 世 紀 末 、 フ ラ ン ス を 中 心 に 起 こ っ た 自 然 主 義 文 学 で

あ る が 、 大 げ さ に い え ば 一 茶 の 文 学 的 姿 勢 に は こ れ に 近 い も の が あ っ た 。 

と い え る か も し れ な い 。 し か し 、 自 然 主 義 小 説 の 創 立 者 と い わ れ て い る エ ミ ー ル ・ ゾ ラ の 小 説 論 （ １ ３ ）

を 読 ん で み る と 、 次 の よ う な 指 摘 が あ る 。 

自 然 主 義 は 、 専 ら 実 験 的 方 法 の 中 、 即 ち 文 学 に 適 用 さ れ た 観 察 と 実 験 の 中 に あ る 。 従 っ て

修 辞 学 は こ の 場 合 暫 く は 見 る 必 要 が な い 。 先 づ 共 同 な る べ き 方 法 を 確 立 し よ う 、 

 つ ま り 、 一 茶 の 比 喩 表 現 に 富 ん だ レ ト リ ッ ク と 、 主 観 を お さ え た 自 然 主 義 的 文 体 に は 根 本 的 な 違 い が

あ る と 認 め ざ る を 得 な い 。 

 む し ろ 擬 物 法 の 多 用 を 特 長 に し た 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 文 体 は 、 一 茶 特 有 の 世 界 観 の 現 れ た 表 現 法 と し

て み た 方 が 適 切 で は な い か と 思 う 。 

 と こ ろ で 、 先 に 述 べ た 堀 切 実 氏 の 研 究 に 取 り 上 げ ら れ た 二 百 四 十 一 の 比 喩 表 現 の 句 を 時 代 別 に 整 理 し

て 、 擬 物 法 の 使 用 の 頻 度 に つ い て 、 調 査 し た 結 果 を 次 の 表 に ま と め て み た 。 

 

時 代     発 句 数 擬 物 法 を 使 用

し た 発 句 数 

百 分 率 

寛 政 十 五 一 約 六 ％ 

享 和 十 二 二 約 十 六 ％ 

文 化 前 期 三 十 九 十 約 二 十 六 ％ 



（ 六 年 ま で ） 

文 化 後 期 
（ 七 年 か ら ） 

百 二 十

二 

三 十 六 約 二 十 九 ％ 
文 政 五 十 三 二 十 四 約 四 十 五 ％ 

 

 こ う し て み る と 、 晩 年 の 発 句 に お い て 、 擬 物 的 表 現 が 目 立 つ こ と が 明 ら か で あ る 。 と く に 、 『 父 の 終

焉 日 記 』 の 執 筆 時 期 と さ れ て い る 文 化 前 期 の 頃 が 変 わ り 目 に な っ て い る と い え よ う 。 

 一 茶 晩 年 の 代 表 作 で 擬 物 的 表 現 を 用 い た 例 句 と し て は 、 次 の よ う な 発 句 を 示 す こ と が で き る 。 

花 げ し の ふ は つ く や う な 前 歯 哉   『 七 番 日 記 』 

蝶 と ん で 我 身 も 塵 の た ぐ ひ 哉   『 七 番 日 記 』 

母 親 を 霜 よ け に し て 寝 た 子 哉   『 八 番 日 記 』 

 一 方 、 文 政 時 代 を 代 表 す る 俳 文 作 品 『 お ら が 春 』 を み て も 、 擬 物 的 表 現 が 非 常 に 多 く 、 と く に 一 茶 の

長 女 ” さ と “ を は か な い 自 然 物 に 見 立 て る 表 現 が 著 し い と い う こ と が 分 か る 。 た と え ば 、 有 名 な 「 添 乳 」

の 文 章 の 文 体 で は （ １ ４ ） 。 

・ ・ ・ 心 の う ち 一 点 の 塵 も な く 、 名 月 の き ら ／ ＼ し く 清 く 見 ゆ れ ば 、 迹 な き 俳 優 見 る や う

に 、 な か ／ ＼ 心 の 皺 を 伸 し ぬ 。 

 又 、 人 の 来 り て 、 「 わ ん ／ ＼ は ど こ に 。 」 と い へ ば 、 犬 に 指 し 、 「 か あ ／ ＼ は 。 」 と 問

へ ば 、 烏 に ゆ び さ す さ ま 、 口 も と よ り 爪 先 迄 、 愛 嬌 こ ぼ れ て あ い ら し く 、 い は ゞ 春 の 初 草

に 胡 蝶 の 戯 る ゝ よ り も や さ し く な ん 覚 え 侍 る 。 

 此 （ こ の ） を さ な 、 仏 の 守 り し 給 ひ け ん 、 逮 夜 の 夕 暮 に 、 持 仏 堂 に 燭 て ら し て 打 な ら せ ば 、

ど こ に 居 て も い そ が は し く 這 よ り て 、 さ わ ら び の ち ひ さ き 

手 を 合 せ て 、 「 な ん む ／ ＼ 。 」 と 唱 ふ 声 、 し を ら し く 、 ゆ か し く 、 な つ か し く 、 殊 勝 也 。 

の よ う に 、 擬 物 的 表 現 が 大 変 印 象 的 で あ る 。 改 め て い え ば 、 擬 物 法 と い う 表 現 は 、 擬 人 法 の 反 対 で 、 人

間 を 無 生 物 や 動 植 物 に た と え た り す る 表 現 な の で あ る 。 

 そ し て 、 擬 物 的 表 現 と 擬 人 的 表 現 を 合 わ せ る と 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 全 体 の 比 喩 表 現 の 八 割 以 上 を 占

め る と い う こ と が 注 目 さ れ る の で あ る 。 

 こ う し て み る と 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 に お け る 一 茶 の 文 学 的 姿 勢 は 、 人 間 と そ の 他 の 生 物 ・ 無 生 物 と の

区 別 を 無 く す よ う な 姿 勢 だ と み て も よ か ろ う 。 擬 物 法 は 手 法 と し て は 擬 人 法 の 反 対 の も の で あ っ て も 、

基 本 的 に は 同 じ 姿 勢 か ら 発 想 さ れ た 表 現 で あ る 。 『 父 の 終 焉 日 記 』 に お け る 一 茶 の 文 学 的 表 現 の 態 度 は 、

つ ね に 人 間 の 価 値 を 自 然 界 の も の と 同 じ レ ベ ル へ 下 げ よ う と し た り 、 ま た は 逆 に 人 間 以 外 の 生 物 ・ 無 生

物 を 人 間 と 同 じ レ ベ ル で 扱 っ た り し て い る の で あ る 。 実 は 、 一 茶 晩 年 の 俳 風 に お い て 、 そ う し た 傾 向 が

著 し い こ と が 最 近 の 研 究 で 指 摘 さ れ て き て い る 。 た と え ば 、 徳 武 孝 氏 の 論 文 に は （ １ ５ ） 、 一 茶 晩 年 の 発

句 に お け る 擬 人 法 な ど を 分 析 さ れ て 、 

一 茶 は 動 植 物 は も ち ろ ん 土 や 石 こ ろ に 至 る ま で あ ら ゆ る 存 在 に 仏 性 を 認 



め る 世 界 観 を 持 っ て い た 。 

と い わ れ お り 、 ま た 、 堀 切 実 氏 は こ れ を 受 け て 、 一 茶 晩 年 の 姿 を 
か っ て ” 我 執 “ に 充 ち て い た は ず の 一 茶 は 、 「 天 地 大 戯 場 」 の な か の 小 さ な 一 存 在 で あ る

己 れ を 自 覚 し 、 己 れ 以 外 の も の と の 境 界 を と っ 払 い 、 さ ら に は 、 天 地 自 然 の な か の す べ て

の 生 物 ・ 無 生 物 の 存 在 と 己 れ と を 同 化 し よ う と し て い た の で あ っ た 。 （ １ ６ ） 

と 述 べ て い る 。 

 

 

五 ・ 結 論 ー 一 茶 の 農 村 的 世 界 観 に つ い て 

 

 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 比 喩 表 現 に は 、 す で に 一 茶 晩 年 に み る 、 人 間 と 生 物 ・ 無 生 物 と の 共 生 を め ざ す 世

界 観 の 形 成 が 始 ま っ て い る と み る こ と が で き る 。 そ の 擬 物 法 や 擬 人 法 の 多 用 か ら 導 か れ る 世 界 観 は 、 俳

文 学 に お い て 、 一 茶 独 自 の 感 性 だ と み る こ と が で き よ う 。 

 し か し 、 一 茶 晩 年 の 世 界 観 を 理 解 す る に は 、 日 本 文 学 の 研 究 だ け で は な く 、 方 言 の 研 究 や 農 村 史 の 研

究 が 有 効 な 働 き を す る 点 が あ る 。 た と え ば 、 ウ ジ ェ ン ・ ヴ ェ バ ー 氏 の フ ラ ン ス 農 村 史 論 『 風 土 の 臨 終 』

（ １ ７ ） に も 、 一 茶 の 世 界 観 を 思 わ せ る よ う な 言 語 現 象 が 指 摘 さ れ る 。 十 九 世 紀 末 ま で 、 フ ラ ン ス の 農 村

地 帯 で は 、 冠 詞 の 使 い 方 が 都 会 と 全 く 異 な っ て い た 。 「 川 」 、 「 山 」 な ど と い っ た 地 名 の 冠 詞 を 削 除 し 、

そ の 「 川 」 や 「 山 」 を 人 名 の よ う に 無 冠 詞 で 扱 っ た 、 一 種 の 擬 人 的 表 現 が 農 村 地 帯 で 一 般 的 だ っ た 。 

オ ー ド 渓 谷 の 方 言 で は 、 川 を 無 生 物 で は な く 、 人 間 の よ う に 扱 う こ と に な 

っ て い た 。 人 は 、 オ ー ド 川 に 対 し て ほ と ん ど 定 冠 詞 を 使 う こ と が な か っ た 。 

” オ ー ド に 会 い に 行 く “ と 言 い 、 ” オ ー ド が 高 く な っ た “ と 、 ” オ ー ド が 

唸 っ て い る “ な ど と い っ た 表 現 を 使 っ て い た 。 

 結 局 、 川 の 名 称 の 前 に 定 冠 詞 一 つ を 加 え る に は 、 ま ず 思 考 様 式 全 体 を 変 

え る 必 要 が あ っ た 。 （ マ ブ ソ ン 訳 ） 

一 方 、 現 在 に 至 っ て 、 フ ラ ン ス の 農 村 地 帯 で は 、«Le Pierre» 、«La Marie» な ど と 、 人 名 の 前 に 定 冠 詞 を 付

け て 人 名 を 普 通 名 詞 の よ う に 扱 う 一 種 の 擬 物 的 表 現 が よ く み ら れ る 。 ウ ジ ェ ン ・ ヴ ェ バ ー 氏 は 、 フ ラ ン

ス の ブ ル タ ー ニ ュ 地 方 の 方 言 に 用 い ら れ る 他 の 擬 物 的 表 現 を い く つ か 取 り 上 げ て い る 。 

ブ ル タ ー ニ ュ の 言 葉 は （ 現 在 に 至 っ て も ） 精 彩 に 富 ん だ 比 喩 表 現 に 溢 れ て い た （ 中 略 ） 。

う ぬ ぼ れ た 人 は 、 ” 船 の 帆 の よ う に ふ く ら ん で い る “ と 言 い 、 あ ち こ ち か ら 借 金 し て 暮 ら

す 人 は ” 釘 で 生 活 し て い る “ と 言 い 、 ま た は 、 状 況 に 応 じ て そ れ ぞ れ の 相 手 に い つ も 違 う

こ と を 飾 っ て 言 う 人 に つ い て 、 ” 彼 は 笛 を 作 る 木 で 出 来 て い る “ と 言 っ た り す る の で あ っ

た 。 （ マ ブ ソ ン 訳 ） 

 も し か す る と 、 農 村 地 帯 に 住 む 人 間 の 比 喩 的 表 現 に は 、 万 国 共 通 の 感 性 が 働 い て い る の か も 知 れ な い 。

と く に 、 人 間 を 別 扱 い し な い と い う 擬 物 法 や 擬 人 法 は 、 万 物 の 一 体 性 を 強 調 し 、 大 ら か な 世 界 観 を 生 み

出 す こ と が で き る 。 文 学 史 上 で は 、 農 民 の 出 で あ っ た 小 林 一 茶 以 外 に め っ た に み ら れ な い 世 界 観 だ と い



え る か も 知 れ な い 。 

 伝 記 的 な 視 点 か ら み て も 、 小 林 一 茶 は 、 青 年 時 代 か ら 江 戸 葛 飾 蕉 門 の 俳 人 と し て 、 広 い 意 味 で の 蕉 風

の カ ノ ン を 必 死 で 継 承 し よ う と し た に も か か わ ら ず 、 竹 阿 の 二 六 庵 を 継 ぐ こ と が 認 め ら れ ず 、 帰 郷 を 望

む よ う に な っ た の で あ る 。 こ の よ う な 状 況 に 置 か れ た 上 に 、 父 の 急 死 と い う 事 実 に 直 面 し 、 一 茶 は 葛 飾

風 を 離 れ 、 十 四 才 ま で 育 っ た 環 境 に 基 づ く 農 民 的 な 世 界 観 を 、 作 品 に 表 現 す る よ う に な っ た の で あ ろ う 。

そ し て 、 土 の 俳 人 小 林 一 茶 が 、 こ の よ う な 国 境 や 文 学 の ジ ャ ン ル の 枠 を 越 え た 感 性 を 積 極 的 に 働 か せ る

よ う に な っ て ゆ く 第 一 歩 を 、 『 父 の 終 焉 日 記 』 の 比 喩 表 現 ー と り わ け そ の 擬 物 法 の 表 現 に 見 出 す こ

と が で き る 。 
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